ケーススタディ(岡野)　JITを採用している企業について
①オムロン株式会社
＊企業形態
京都に本社を構える会社で、制御機器、電子部品を中心に取り扱う。一般消費者には健康器具で有名だが、自動改札機やATMといった、新しい製品を創り出すベンチャー精神も持ち合わせている。
オムロン綾部事業所でJITが導入されている。
＊導入の背景
多品種少量生産の時代において、顧客からの商品の要求スピードが高速化して、即納が当たり前の商品も出現した。
その結果、生産機能に関する基本的な３つの課題(品質向上、原価低減、納期遵守)の内、納期遵守の要求水準が厳しくなる事態に至った。さらにはキャッシュフローの改善という観点から、生産部門の在庫削減という課題も浮き彫りになった。
そこで、「必要なものを、必要な時に、必要な分だけ、最も安いコストで作る」という考えに至った。
この要求の実現のために彼らは、従来の製品在庫重視の納期短縮ではなく、商品選択時から配送までの全体の過程を高速化するプロセス・商品機能・組織設計が必要であると考えた。そのためには「短い生産リードタイムを実現する製品構造設計」「顧客の選定から配送までのプロセス設計及びそれを実現するIT活用」「需要変動に対応できる生産システム＆マネージメント」が重要と考え、それらを具現化する答えとして、JITが必要と考えた。そこで、トヨタ生産方式のJITにオムロン流の工夫を加えたONPSを開発、生産現場の改善活動・生産管理を開始した。
＊ONPSとは
Omron New Production Systemの略。「理にかなった生産を体系的に導入する事で、強い体質を作り上げる事」「新しい問題にスピーディーに改善を繰り返す生産管理の風土を定着させる事」を目指した生産革新プログラムであり、生産リードタイム、直接生産性などの面で大きな成果を挙げた。しかし、「組織の壁による個別最適」「部門間の連携によって生じる調整、重複、余裕の無駄」という要因から、生産管理の次なる革新であるWSMの試行、展開に繋がった。
＊WSMとは
Work Shop Managementの略。コストとスピードを追求しONPSを高速化するというアプローチが必要であると考え、計画→調達→製造→出荷までの分業制を見直し、一つの小規模な自律型生産組織に受注から出荷までの責任を持たせる手法を採用した。その結果、「トータル在庫４３％減」「間接人員３２％削減」という成果を挙げるに至った。
②沖電気工業
＊企業形態
１８８１年創業の会社で、東京に本社を構える。日本最初の通信機器メーカー。現在では集積回路などの電子部品や、通信機器を主体に開発している。また、ＮＴＴグループとの結びつきが強い。
本庄生産センター（埼玉）、富岡生産センター（群馬）、沼津生産センター（静岡）でＪＩＴが導入されている。
＊導入の背景
９７年、９８年の２年連続赤字を受けて、９８年９月には「フェニックス２１計画」を発表、事業の集中と撤退などを掲げ、半導体設備の圧縮、２００１年までに本体と関連会社合わせて２７００人の削減などといったような計画を打ち出した。そのために必要な、リードタイムの短縮といったようなコストダウンによるリストラ計画を推し進めるための手段としてＪＩＴが導入され、社員の意識改革、人員削減などを狙った。
＊特徴
在庫を出来るだけ無くすというＪＩＴのコンセプトが「無駄を取り払う」という考え方に発展したのか、机、椅子、パソコンといったものが極力排除され、立ち仕事での作業が強制されるようになった。また、実装作業を５人で兎追いラインを設けて行う以外はほぼ全て１人で作業を行うシステムを取っており、作業人員も出来るだけ無駄を省くというスタイルを取っている。
＊弊害
作業の過程において、１人あたりにかかる負担が大きいため、労働者の疲労度が急速に増す恐れがある他、立ち作業による効率の悪さやミスの多さも現在指摘されている。というように、会社施策である意識改革や人員削減の面では意図通りの結果が出ているが、生産効率や品質面では芳しい成果は出ていないように思われる。よって、沖電気工業のＪＩＴは改良を検討する、もしくはそもそも必要なのかどうかを根本的に考え直す必要があるようである。
参考資料
オムロン綾部工場ホームページ
http://www.omron-ayabe.jp/
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